
◆ 女性農林漁業者の活躍に向けた環境づくりのため、アンコン
シャス・バイアスの解消に向けた研修会を開催

◆ 地域をリードする女性農林漁業者の育成に向け、働きやすい環
境づくりに取り組む先進企業の取組事例調査や、学生やUターン
希望者を対象とした農林水産業の魅力発信のほか、『女性農林漁
業者の活躍のための提言』や『新３K』の周知

女性が活躍しやすい環境の整備と
女性農林漁業者の育成事業 【岩手県】

◆ 農林水産業の従事者の減少や高齢化が進行する中において、
法人等の新規雇用者や、地域の認定農業者の女性割合が増加

◆  女性が農林水産業に継続して従事するための働きやすい環境
整備や、次世代をリードする女性農林漁業者を育成していくことが
必要

地域の実情と課題

◆ 女性農林漁業者
◆ 農林水産関係団体

一般社団法人岩手県農業会議、岩手県農業協同組合中央会
岩手県森林組合連合会、岩手県漁業協同組合連合会、
岩手県農山漁村女性組織連携会議

◆ 岩手県

連携団体

◆ 農業分野と比較して、女性の就業割合が低い林業分野や水産
分野においては、潜在的な就業希望者と雇用側のアンコンシャス・
バイアスの解消を図っていくため、若年層にわかりやすく正しい情
報発信とともに、「無意識の思い込み」について知る機会を提供し
ていく取組が必要

今後の課題

◆ アンコンシャス・バイアスの解消に向けた研修会により、アンコ
ンシャス・バイアスが現場に存在することを認識し、その解消に向
けた取組の必要性を確認

◆Uターン希望者を対象とした農林水産業の魅力発信により、２名
の新規就農希望者との接点ができ、女性農林漁業者の確保に向
けた、一定の成果が得られた

事業の効果

◆ 「いわて女性の活躍促進連携会議 農山漁村で輝く女性部
会」がとりまとめた『女性農林漁業者の活躍のための提言』や、イ
メージアップに向けたキャッチフレーズ『新３K』に基づき、当事業や
県単事業等を活用し、総合的に女性活躍を推進
【数値目標】
女性活躍に向けた研修会や意見交換等の開催回数

目標：４回 → 実績：５回

目的・目標

事業の特徴

個別事業費 ７４６ 千円

交付金額 ３７３ 千円

事業番号 ５



事業の概要

１ 女性農林漁業者が活躍しやすい環境の整備

２ 地域をリードする女性農林漁業者の育成

内 容

（1）女性活躍推進講座

①講演及びケーススタディ
 テーマ：「アンコンシャス・バイアスの解消について」
 講師：認定特定非営利活動法人インクルいわて 理事長 山屋理恵氏

 ケーススタディ：農山漁村で輝く女性部会 ２名
②情報提供

 提言：「女性農林漁業者がいきいきと輝くために」に係る取組
 説明者：農山漁村で輝く女性部会 部会長 菅原紋子氏

③ワークショップ
 テーマ：「働きやすい環境づくりについて」

（2）ホームページ、SNS等による情報発信

内 容

（1）働きやすい環境づくりに取り組む先進企業の取組事例調査
（2）学生との意見交換による農林水産業の魅力発信
（3）首都圏でのUターン希望者を対象とした農林水産業の魅力発信
（4）『女性農林漁業者の活躍のための提言』や『新３K』の周知
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